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	東京電力福島原子力発電所事故�損害賠償にかかるＪＦグループの取組みについて
	○　東日本大震災による東京電力福島原子力発電所事故に伴い、高濃度汚染水の流出事故や低濃度汚染水の意図的な放出などにより、休漁や操業自粛、風評被害等による甚大な被害が発生した。��○　ＪＦグループでは、これらに対し国や東電に対する抗議行動を行うとともに、休漁や操業自粛等により困窮している漁業者への早急な対応が必要となった。��○　賠償の確定及び支払いを迅速に進めるため、県単位で被害状況をまとめるとともに、交渉は県単位で行うこととし、交渉窓口は県漁連、県漁協（又は都道府県域対策本部）とした。また、全国段階では国との連絡・調整を行うとともに、県漁連等への情報提供のため、ＪＦ全漁連内に損害賠償に対する専任チームを設置し、迅速な賠償に向け支援を行ってきた。
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